
 

 

 

 

 

 

 
 

 

スカウト用プログラム 
「元気を出して、大声をだそう」 

 

日  時：平成３０年３月３日(土)～４日(日) 

場  所：飛騨高山スキー場 

     岐阜県高山市岩井町 913-13 

宿泊場所：国立乗鞍青少年交流の家 ℡ 0577-31-1013 

集合時間：４：４５  出発：５：００ 

集合場所：克明小学校バス停 

     

               名前：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 



 

スキー委員会委員長：浜嶋鉱一郎 団委員長 

委員 ：加納 充  育成会長 

           

 

参加リーダー（６名）予定 

 〇：班リーダー 

団委員会：○浜嶋団委員長、 

○加納育成会長 

○大田副団委員長 

吉田団委員 

ＲＶ隊 ：  

ＶＳ隊 ： 

ＢＳ隊 ：  

ＣＳ隊 ： 川辺隊長 

ＢＶＳ隊：○白崎副長 

ＲＳ隊員： 

ＶＳ隊員： 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成２９年度スキー行事活動方針とプログラム立案 

 

１． 目的 

 スキー行事は、スカウトのスキー訓練を通じて、ボーイスカウトとしてのいろいろなプログラムを展開します。冬

の自然環境のもとで集団生活を快適にかつ規律を守って過ごすこと、個人の能力への挑戦意欲を養うこと、団の指導

者や仲間とのふれあいや助け合いを大切にすること、家族や指導者さらに仲間への感謝の気持ちを持たせることを目

指す。 

  

２． 活動の方針 

（１） 団行事として全体が一体となり、個人レベルのスキー技能の向上を目指す。 

（２） 他隊のスカウトや指導者が相互に交流を図るプログラムを導入する。 

（３） １泊２日のテーマを決め、有意義な活動とする。 

（４） 今回は、兄弟団の２２団と合同で実施する。同じバスで移動し、交流の場を持つ。 

 

３． テーマ：元気を出して、大声をだそう 

 

４． プログラム 

（１） スキー訓練 

 スキー技能のレベルアップに挑戦しよう。自分で考え、リーダーの言うことをよく聞いてうまくなろう。 

 各自のスキー技能レベルをスカウトに説明し、技能の向上に役立てます。 

 初心者は、スキー学校の指導員の下で訓練を行います。経験者は団指導者の下で訓練を行います。 

（２） 自分の努力を評価しよう 

 スキー技能の向上に努力をして、それを自分で評価し、皆にも知ってもらおう。自分の目標を立てて努力しよう。 

 毎年の努力の積み重ねで、うまくなることをスカウトに理解させます。 

（３） 自然を観察しよう。 

 ゲレンデから雪山の様子をよく観察して考えてみよう。雪山の景色の美しさを目に焼き付けよう。自然について調

べてみよう。 

（４） 楽しく愉快に過ごそう 

 雪国の夜を楽しく遊ぼう。ゲームをしよう。 

 日頃のボーイスカウトの活動を生かし、全員で楽しみます。 

 

５． 安全対策 

（１） 個人が注意すべきことについてよく認識しよう。 

 油断大敵。緩んだ気持ちで活動すると思わぬ事故を招きます。慎重にスキーの訓練を行おう。バスの中や現地の集

会で各自の注意事項を徹底しよう。 

 リーダーは、訓練に慣れることなく、常に細心の注意を持って取り組もう。 

 スカウトは、指導者の指示をよく聞き、ルールを守る。 

（２） 救急体制を確保しよう。 

 班リーダーは、非常食の所持。救急連絡用に各リーダー及びパトロール隊の電話番号を登録する。 



 

参加者服装 

出発時 上：制服、制帽、ネッカチ、防寒ジャンバー着用（スキーウェアもＯＫ）。普通の手袋。 

下：長ズボン（カブ半ズボンの制服は着用または持参）、靴下、靴は長靴。 

朝礼     ：制服制帽 長靴で集合。外で行います。防寒着着用。 

朝食     ：食堂に集合。ウエアの上着は厳禁（宿舎の規則）。部屋で入浴後の着替えを準備。 

スキー    ：スキーウェア。スキー靴。 

風呂     ：スキーから帰ってすぐに入浴。着替えは、パジャマやジャージ等。 

夕食・夜プロ ：パジャマやジャージ等      就寝     ：パジャマ（＝ジャージ） 

 

持ち物リスト リュックとザック（ザックは○印のもの） 

品       目 数量 

スキーウェア（下着、ｽｷｰ用ｱﾝﾀﾞｰｼｬﾂ＆ﾀｲﾂ、ｾｰﾀｰ（無くてもよい）、防寒ｳｪｱ） １ 式 

セーター             ↑タイツはパッチで十分。 １ 枚 

肌  着 （上、下） １日ずつの着替えセットをビニール袋に入れる。 
２ 枚 

アンダーウェアもしくはそれにかわるもの。（スパッツかタイツ） 

靴  下 （スキー用）  ☆普通、綿の厚手のもの可 ２ 枚 

てぶくろ （スキー用）  ☆ナイロンか皮のもの １ 組 

帽  子 （スキー用）  ☆ウール系のものであれば良い １ 個 

ゴーグル （スキー用メガネ） １ 個 

タオル  （バスタオル｢スポーツタオルでも可｣ １枚：タオル １枚） １ 

ねまき  （ジャージ・スウェット可） １ 組 

洗面具 １ 式 

○上履き  必須。体育館シューズが最適（ザックに入れる） １ 組 

保険証のコピー（ＣＳは隊長が持参のため不要、ＢＳは浜嶋に提出） １ 枚 

カブは、制服半ズボンを持参。朝礼で着用します。 １ 

○水筒 １ 個 

○スカウト用品、ビニール袋（バスタオルやパジャマをいれる。） １ 式 

○健康安全調査表（当日集合時に川辺隊長に提出） １ 枚 

○個人的に必要な薬：酔い止め薬、リップクリームなど １ 式 

   車酔いする人は、紙袋にビニール袋のセット 数 枚 

小遣い 1000円程度  （お土産用）  

お願い 

◎ 当日車酔いをしないため、家で酔い止め薬を服用。朝ご飯はたくさん食べない。 

◎ 荷物点検は隊員と共にして下さい。現地では一人で荷物整理をさせます。 

◎ 持ち物には必ず名前を書いて下さい。現地では同じものが多くありますので、他の人のもの

と区別がつきません。特にバスタオル。名前がない場合は、こちらで書き込みます。 



 

プログラム 

 

集合場所：克明小学校バス停（時間厳守）４：４５集合 

 

 ３／３(土) ３／４(日)  
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克明小学校バス停集合 

出発 いぶきで 22団と合流 

いぶき出発 

(バス休憩 ２回予定) 

乗鞍国立青年交流の家着，荷物搬入。

入所式、開会式(制服,制帽)、オリエ

ンテーション 

 

昼食（食堂） 

 

スキー服着替え、スキー合わせ 

スキー用具は、玄関とサービス棟の間

付近で、個人毎に渡し調整します。 

各班リーダーは、班員の用具が間違っ

てないか､必ず確認。※注意１ 

スキー訓練 

初心者は、２時間。 

スキー訓練終了 

帰宿。 

夕べのつどい 

風呂 着替え・入浴 

夕食 セルフバイキング 

２２団と合同活動。※内容 

スカウト就寝 

リーダー会議 

リーダー就寝 
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起床 

 

朝の集い。朝礼は制服に防寒着 

掃除 

朝食  制服で朝食 

スキー訓練準備 

スキー訓練 

終了 

 

昼食（食堂） 

帰宅準備 

閉会式、セレモニー 

・認定証授与 

乗鞍国立青年交流の家出発出発 

 

 

簡易夕食配布 

 

克明小学校着 

 

 

 

  

 

 

 

  注意：スキー訓練前に、お風呂用着替え（下着とジャージ）とバスタオルをビニール袋に用意し

ておきます。。ビニール袋で準備してきてください。部屋に置きます。お風呂の準備がスム

ーズになります。 

  内容：調整中。２団で講習結果の報告会。合同でゲームに実施。 

 

◎ 帰宅予定は２０：００頃になっておりますが、道路事情等の関係で遅くなることがあります。 

基本的には、（豊中到着約１時間前）から団メールで連絡します。 
 


